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おおだの魅力発信最前線拠点が誕生
道の駅「ごいせ仁摩」オープン
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建
築
資
材
に
地
場
産
材
を
使
用イベント棟／令和３年５月30日に三瓶山北の原

で開催された第71回全国植樹祭の「お野
の

立
だて

所
しょ

」
を移築し、舞台装飾で活用

駅舎木造部分／構造材や造作材の多くを市内の山林（三瓶
町志学西上山地区）から切り出した杉を使用。乾燥や製材
も市内事業者がおこない、大田市産にこだわる

ロゴマーク
　世界遺産石見銀山遺跡の象徴ともいえる「丁銀」と、ごいせ仁摩のアル
ファベット頭文字の「Ｇ」をモチーフとした、シンプルでインパクトのあ
るロゴマークです。国立公園三瓶山などの山々が日本海に映る自然豊かな
環境を、緑色と青色で表しています（表紙参照）。

　

現
在
、
整
備
が
進
む
山
陰
道
の

全
線
開
通
は
、
大
田
市
へ
の
交
流

人
口
の
流
入
が
期
待
で
き
る
大
き

な
好
機
で
す
。
道
の
駅
「
ご
い
せ

仁
摩
」
は
、
大
田
市
の
豊
富
な
観

光
資
源
を
は
じ
め
、
食
や
特
産
品
、

伝
統
文
化
な
ど
の
魅
力
を
地
域
一

体
と
な
っ
て
発
信
し
、
観
光
誘
客

や
交
流
人
口
の
拡
大
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
産
業
振
興
や

地
域
振
興
の
拠
点
と
し
て
、
平
成

28
年
か
ら
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
道
の
駅
「
ご
い
せ
仁
摩
」

は
指
定
管
理
者
と
し
て
、
株
式
会

社
サ
ク
セ
ス
山
陰
（
和
泉
享
代
表

取
締
役
／
仁
摩
町
大
国
）
が
運
営

し
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
道
の
駅

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

道
の
駅
「
ご
い
せ
仁
摩
」
が
、
１
月
29
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

10
時
か
ら
の
開
業
記
念
式
典
は
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
適

用
に
伴
い
、
関
係
者
を
大
幅
に
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
道
の
駅

は
13
時
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
。
店
舗
の
入
場
制
限
を
設
け
た
た
め
、

と
て
も
寒
い
中
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
来
店
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
石
見
神
楽
公
演
な
ど
賑

わ
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
催
し
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
際
に

は
ま
た
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
「
ご
い
せ
仁
摩
」

１
月
29
日
オ
ー
プ
ン

　

ご
い
せ
仁
摩
は
、
世
界
遺
産

「
石
見
銀
山
遺
跡
（
大
森
地
区
）」

ま
で
車
で
約
８
分
。
世
界
遺
産
の

玄
関
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
施
設
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
見

銀
山
だ
け
で
な
く
、
世
界
一
の
砂

時
計
「
仁
摩
サ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
ま
で
徒
歩
10
分
、
さ
ら
に
日

本
有
数
の
鳴
き
砂
浜
で
国
の
天
然

記
念
物
で
あ
る
「
琴
ヶ
浜
」
ま
で

車
で
８
分
と
、
近
隣
に
観
光
資
源

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
観
光
だ

け
で
な
く
、
食
や
伝
統
芸
能
な
ど

を
「
大
田
市
の
魅
力
発
信
最
前
線

拠
点
」
と
し
て
、
最
大
限
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

魅
力
発
信
最
前
線
拠
点
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本棟とレストラン棟／石見地方の地場産業である「石州瓦」
を使用。この地域で採れる良質な粘土を1,200度以上の高温
で焼成した凍害・塩害・風水害などに強い高品質の瓦

休憩コーナー／壁には温泉津町福光で採れる「福光石」
を使用。薄青緑色の凝

ぎょう

灰
かい

岩
がん

で、その石切場は日本遺産
「石見の火山が伝える悠久の歴史」の構成文化財の一つ

「ごいせ」は「いらっしゃいませ！」
　「ごいせ」は仁摩地域の方言で「いらっしゃいませ」を意味します。
　世界遺産石見銀山遺跡をはじめとする豊富な観光資源の玄関口として、
たくさんのお客さまをお迎えし、おもてなしをする真心を表現しています。

　

道
路
を
利
用
す
る
人
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
交
流
で
き
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
く
、
利
便
性
の
高
い
施
設
と
す

る
ほ
か
、
車
で
出
か
け
る
人
の
目
的
地
と
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
施
設
を

目
指
し
ま
す
。

　

世
界
遺
産
だ
け
で
な
く
、
市
内
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
隣
の
道
の
駅
と
の
連

携
を
図
り
、
島
根
県
の
観
光
案
内
も
お
こ
な
い
ま
す
。

　

近
隣
に
あ
る
邇
摩
高
校
で
は
、
野
菜
や
果
物
、
加
工
品
の
生
産
な
ど
を

お
こ
な
い
、
生
産
、
加
工
、
販
売
ま
で
の
流
れ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
道
の

駅
「
ご
い
せ
仁
摩
」
を
教
育
の
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
活

力
あ
ふ
れ
る
地
域
を
目
指
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
、
連
携
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
で
愛
さ
れ
て
い
る
伝
統
文
化
の
継
承
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
で
、
地
域
文
化
の
継
承
へ
も
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
利
用
者
（
妊
婦
さ
ん
や

子
ど
も
さ
ん
な
ど
）
に
優
し
い
施
設
と
し
ま
す
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ

レ
に
使
い
や
す
い
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
地
元
住
民
の
一
時
避
難
所
だ
け
で
な
く
、
道
路
利

用
者
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

問
道
の
駅
推
進
室
（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
９
８
８
９
）

◇
山
陰
道
を
は
じ
め
、
周
辺
施
設
な
ど
の
利
用
者
や

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
な
る
休
憩
・
交
流
機
能

◇
観
光
名
所
や
食
・
特
産
品
な
ど
の

　

大
田
市
の
魅
力
・
道
路
交
通
情
報
な
ど
の
情
報
発
信
機
能

◇
学
校
と
の
連
携
や
市
民
の
活
躍
の
場
な
ど

　

地
域
を
い
き
い
き
と
さ
せ
る
地
域
連
携
機
能

◇
利
用
者
に
優
し
い
思
い
や
り
機
能
や
災
害
対
応
機
能

ご
い
せ
仁
摩
の
機
能
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　令和２年12月に、道の駅「ごいせ仁摩」の産地直売コー
ナーに農産物などを出荷する生産者の組織「ごいせクラ
ブ」を設立しました。１年にわたり、ＪＡしまね石見銀
山地区本部、島根県農業普及部、大田市農林水産課など
と連携し、生産者や農産品の確保、生産指導などの専門
的な指導を受け、出荷に向けた準備を進めてきました。
現在、約50人の会員が産直コーナーへ出荷をしています。
　今後も定期的に研修会などを開催し、大田市の新鮮な
野菜や加工品、ここでしか買えない商品などを揃え、道
の駅「ごいせ仁摩」を一緒に盛り上げていきます。

駅長ごあいさつ
道の駅「ごいせ仁摩」
　駅長　富岡　芳政

産直出荷者組織ごいせクラブ

　「地域の元気を創る」こと、
「地域外から活力を呼ぶ」こと、
この２つの機能を果たす道の駅
をつくり上げていきたいと考えています。
　地域の特産品によるオリジナル商品開発や特産品
のブランド化、農水産物の直売所の設置などにより、
地域の元気を創り出し、地域の「見るもの・買うも
の・食べるもの」の魅力を発信して地域外よりお客
さまを呼び込み、地域社会の活性化につなげていき
ます。
　また、市民の皆さんが自慢でき、家族や友人を連
れて買い物や食事に何度も来ていただける、魅力あ
る道の駅にしたいと考えております。
　今後も皆さんにご指導やご助言をいただきながら、
地元の皆さんが町のシンボルと思っていただける地
域密着型の道の駅づくりに取り組んでまいります。
　何卒よろしくお願い申し上げます。

富岡　駅長

随
時
、「
ご
い
せ
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
道
の
駅
「
ご
い
せ
仁

摩
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休
憩
・
情
報
コ
ー
ナ
ー

ト
イ
レ

レ
ス
ト
ラ
ン

観
光
案
内
所

特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー

24時間、使用可能。休憩・情報コーナーの一角
に授乳室、トイレにはキッズトイレも整備

日本海の新鮮な魚をメインとして、地元の食材
を使ったメニューを提供

大田市観光協会が常駐し、観光案内所で大田市
の観光情報を発信

大田市内の特産品はもちろん、野菜や加工品の
産地直売、鮮魚販売コーナーも

出荷作業をする会員



広報おおだ　Ｒ4（2022）2.175

り上げていくことができると思いま
す。また、邇摩高校と連携した商品
を販売するコーナーも作られるそう
です。
　若者から高齢者まで幅広い年齢層
の人、子ども連れやペット連れの人
などにも楽しんでもらうことができ、
県内だけではなく、県外から来た観
光客の人にも楽しめる場所になると
思います。
　「ごいせ仁摩」がオープンしたら、
邇摩高校の特徴でもある地域とのつ
ながりを大切にして仁摩の良いもの、
知ってもらいたいことを発信してい
けたらいいなと思います。

　「ごいせ仁摩」がオープンするの
がとても楽しみです。

　田中　琳
りん

（２年）

　オープン間近の「ごいせ仁摩」に
行ってきました。
　中はとても広く、いろんなことが
考えられて作られていて驚きました。
その中でも私が特に驚いたことは、
トイレが男性、女性、バリアフリー、
キッズの４つに分けられて作られて
いたことや、ドッグランがあったり、
雨の日でも屋台やキッチンカーを出
せるよう通路に屋根付きのスペース
が設けられていたりしたことです。
　そのほかにも、屋根付きの大きな
ステージがあるので、さまざまなイ
ベントをおこなうことで、たくさん
の人達の交流の場となり、地域を盛

道の駅「ごいせ仁摩」

問観光振興課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8192）

私たちのおススメ

おおだのココ！
　まだまだ知られていない大田の観光スポット・
魅力を地元高校生が体験し、紹介します。
　第４弾は、邇摩高生が一足早く「ごいせ仁摩」
へ。まだ準備段階ではありましたが、期待がふく
らんだようです。おでかけしてみませんか。

左から河上愛
ま な か

香さん、久保大輝さん、
熱田夢

ゆ

空
ら

さん、木村蓮さん、田中琳さん

ド
ッ
グ
ラ
ン

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク

賑
わ
い
広
場

小型犬と中・大型犬それぞれのスペースを準備。
利用料は無料

キャンピングカー専用の有料車中泊設備。コン
セントや給排水のほか、汚水処理設備もあり、
キャンピングカー利用者の拠点に

大きな屋根通路があり、屋台や露店などが出店
しやすく、道の駅の賑わいを創出

所 在 地　仁摩町大国42番地１
営業時間　₉：00～18：00
定 休 日　毎週火曜日（祝日は営業）・１月１日
駐 車 場　普通車　　　113台　　大型車　　18台
　　　　　思いやり　　６台　　自動二輪　８台
　　　　　電気自動車　２台
　　　　　ＲＶパーク（車中泊専用）　５台

敷地面積／247,000㎡　　木材使用量／270㎥
施設面積／本棟　811㎡・飲食棟　282㎡・公園　1,200㎡

道の駅　ごいせ仁摩
（☎0854 ‐ 88 ‐ 9001）
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次
の
要
件
を
備
え
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

▽
平
成
16
年
４
月
４
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
（
投
票
日
に
お
い
て
、

満
18
歳
以
上
の
人
）

▽
３
月
26
日
現
在
で
、
３
か
月
以

上
、
大
田
市
内
に
居
住
し
て
い

る
人
（
令
和
３
年
12
月
26
日
ま

で
に
転
入
届
を
提
出
し
、
引
き

続
き
居
住
し
て
い
る
人
）

※　

投
票
日
の
４
月
３
日
ま
で
に

大
田
市
外
へ
転
出
す
る
人
は
、
投

票
所
入
場
券
が
届
い
て
も
投
票
日

　

投
票
所
は
、
市
内
の
31
か
所
に

設
け
、
投
票
時
間
は
７
時
か
ら
18

時
ま
で
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
投
票
所
は
、
19

時
ま
で
投
票
で
き
ま
す
。

▽
大
田
町
第
１
投
票
区

　

大
田
小
学
校

▽
大
田
町
第
２
投
票
区

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
大
田
町
第
３
投
票
区

　

第
一
中
学
校

▽
川
合
町
投
票
区

　

川
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

や
む
を
得
な
い
事
情
で
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。　
　

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
期
日
前
投

票
を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

投
票
が
で
き
る
期
間
と
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
期
間

　

３
月
28
日
㈪
～
４
月
２
日
㈯

　

投
票
所
入
場
券
は
世
帯
ご
と
に

直
接
郵
送
し
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
で
投
票
所
の
場

所
や
投
票
時
間
な
ど
を
確
か
め
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み

（
山
陰
中
央
新
報
、
朝
日
新
聞
、

讀
賣
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
日
本
経

済
新
聞
）
に
よ
り
配
布
し
ま
す
。

　

選
挙
期
間
中
は
、
本
庁
舎
の
ほ

か
、
温
泉
津
・
仁
摩
両
支
所
、
各

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図

書
館
に
選
挙
公
報
を
配
置
し
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
郵
送
を
希
望
す
る

人
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
口
に
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

筆
記
用
具
は
使
い
捨
て
鉛
筆
を

用
意
し
て
い
ま
す
が
、
持
参
さ
れ

た
筆
記
用
具
を
使
用
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
０
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

▽
時
間　

８
時
30
分
～
20
時

▽
場
所

・
市
役
所
４
階
小
講
堂

・
温
泉
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

・
仁
摩
支
所
市
民
室

　

投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
の
人

は
、
裏
面
の
宣
誓
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
持
参
さ
れ
る
と
、

受
付
を
早
く
す
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
久
手
町
第
１
投
票
区

　

久
手
駅
集
会
所

▽
長
久
町
投
票
区

　

長
久
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

▽
仁
万
・
天
河
内
投
票
区

　

仁
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
投
票
で
き
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、

転
出
日
に
よ
っ
て
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※　

期
日
前
投
票
当
日
に
満
18
歳

を
迎
え
て
い
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
は
で
き
ま
せ
ん
（
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

　

こ
の
選
挙
は
、
今
後
４
年
間
の
大
田
市
の
市
議
会
議
員
を

選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
候
補
者
の
政
見
や
政
策
を
見
極
め
、

忘
れ
ず
に
投
票
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

開
票
は
投
票
日
当
日
20
時

か
ら
、
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

で
お
こ
な
い
ま
す
。

告
示
日　

３
月
27
日
㈰

投
票
日　

４
月
３
日
㈰

大
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
は
４
月
３
日
㈰

投
票
で
き
る
人

投
票
所
と
投
票
時
間

期
日
前
投
票

投
票
所
入
場
券

選
挙
公
報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

◇市外に滞在している人
　仕事などで市外に滞在中の人は、大田市選挙管
理委員会に郵便で投票用紙を請求し、受領後に滞
在地の選挙管理委員会で投票できます。
◇入院・入所中の人
　島根県選挙管理委員会が指定する病院、老人施
設などに入院・入所中の人は、病院長や施設長に
申し出ることで、その施設で投票ができます。
◇郵便による不在者投票
　身体に重度の障がいがあり、投票所での投票が
極めて困難な人は、自宅で郵便投票ができます。
郵便投票はあらかじめ大田市選挙管理委員会から

「郵便投票証明書」の交付を受けて、投票用紙な
どを請求する必要があります。詳しくは、選挙管
理委員会にお問い合わせください。
　郵便投票の請求期限は、３月30日㈬必着です。
早めに手続きをお願いします。

不在者投票
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市
役
所
本
庁
舎
に
来
庁
さ
れ

る
皆
さ
ん
に
、
役
立
つ
行
政
情

報
や
地
域
情
報
を
提
供
す
る
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
案
内
板
「
わ
が
街

Ｎ
ナ

ビ

Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働
に
よ
り

設
置
し
ま
す
。
設
置
場
所
は
正
面

玄
関
ロ
ビ
ー
で
、
５
月
中
の
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
と
協
働
で

デ
ジ
タ
ル
案
内
板
を

設
置
し
ま
す

　

設
置
に
か
か
る
経
費
は
、
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
が
募
集
す
る
大
田
市
内

の
事
業
所
や
団
体
か
ら
の
広
告
掲

載
料
が
充
て
ら
れ
ま
す
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
官
民
協
働

事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
管
財
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
８
）

広
告
募
集
に
関
す
る
こ
と

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
山
陰
支
店

（
☎
０
８
５
２
‐
25
‐
１
３
６
６
）

ご
協
力
く
だ
さ
い

新型コロナウイルス
ワ ク チ ン 接 種 追加接種（３回目）のお知らせ

　１・２回目の接種では、ほとんどの人がファイザー
社製ワクチンを接種していますが、追加接種では武
田／モデルナ社製ワクチンも広く活用されます。
　国から大田市へ供給される２種類のワクチンの供
給量は同程度とされており、大田市においても、１・
２回目接種と異なるワクチンでの接種（交互接種）
をおこないます。
　海外での研究結果などをふまえ、交互接種の安全
性および有効性が認められています。交互接種につ
いてご理解いただき、追加接種をご検討ください。

　接種券が届いたら、同封されているチラシをご確
認のうえ、かかりつけ医療機関または接種可能な医
療機関で予約をして接種を受けてください。

２回目の接種日に応じて、接種券を段階的に発送します

※　接種券は、住民票に記載の住所に発送します。
※　２回目接種の完了後に大田市へ転入した人は、大田市に接種記録がないため、接種券発行の申請をしてくだ
さい。

　新型コロナウイルスワクチンは、感染や重症化を予防する効果が確認されています
が、時間の経過に伴い、その効果が徐々に低下してくことが報告されています。
　そのため、初回（１回目・２回目）接種を完了したすべての人に対して、追加（３
回目）接種のご案内をします。

対象者 ３回目接種時期 接種券発送時期

65歳以上
２回目接種の完了日から

６か月以上経過で接種可能 １月下旬から順次

64歳以下 ７か月以上経過で接種可能 ２月下旬から順次

使用するワクチン

　ワクチン接種によって、新型コロナウイルス感染
症の発症や重症化リスクを抑えられることが確認さ
れています。しかし、ワクチンを接種したあとも感
染する可能性があり、知らないうちにほかの人に広
めてしまうこともあります。
　このため、ワクチンを受けた後も、引き続きマス
クの着用をはじめ、手洗い、３つの密（密閉・密接・
密集）の回避などの基本的な感染予防対策を継続し
てください。

問新型コロナウイルスワクチン接種対策室
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8203）

引き続き、感染予防対策を接 種 の 予 約

接種スケジュール
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第
69
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
（
名
古
屋
市
／
10
月
24
日
）

で
の
銀
賞
受
賞
と
、
第
34
回
全
日

本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
（
大

阪
市
／
11
月
21
日
）
で
の
金
賞
受

賞
を
報
告
す
る
た
め
、
１
月
６
日
、

大
田
市
に
在
住
す
る
出
雲
北
陵
高

校
吹
奏
楽
部
の
３
人
が
市
長
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、

森
山
響
さ
ん
（
３
年
）
は
「
１
年

生
か
ら
３
年
生
、
55
人
が
息
を
合

わ
せ
て
演
奏
す
る
の
は
難
し
い
。

大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
本
番

マ
ー
チ
ン
グ
で
金
賞

全
国
大
会　

２
大
会
の
成
績
を
報
告

左
か
ら
森
山
さ
ん
、森
脇
さ
ん
、廣
本

さ
ん

ニに

ュゅ

ーー

ジじ

ーー

ラら

ンん

ドど

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
と

き
の
ユゆ

リり

コこ

さ
ん

終
了
後
は
や
り
き
っ
た
気
持
ち
が

あ
り
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に

な
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
年
連
続
で
全
国
大
会

に
出
場
し
て
い
る
マ
ー
チ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
、
創
部
以
来
、
初

め
て
の
金
賞
受
賞
。
島
根
県
勢

で
も
16
年
ぶ
り
２
校
目
の
受
賞

で
、
嬉
し
い
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

マ
ー
チ
ン
グ
を
や
り
た
く
て
出
雲

北
陵
高
校
へ
進
学
し
た
と
い
う
３

人
。
森
脇
友と

も

智ち

さ
ん
（
２
年
）
は

「
大
会
で
は
、
自
分
た
ち
が
納
得

で
き
る
最
高
の
演
奏
・
演
技
が
で

き
た
」、
廣
本
彩
花
さ
ん
（
２
年
）

は
「
大
き
な
会
場
は
、
憧
れ
の
ス

テ
ー
ジ
。
仲
間
と
一
緒
に
も
う
一

度
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
た
い
」

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
皆
さ
ん
の
活
動
が
全

国
大
会
で
成
果
を
あ
げ
ら
れ
て
嬉

し
い
。
こ
の
よ
う
な
経
験
が
人
生

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
喜
び
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
全
国
大
会
へ

の
出
場
に
あ
た
り
、
大
田
市
か
ら

激
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。

　

初は
じ

め
ま
し
て
！
ブぶ

ラら

ジじ

ルる

の
サさ

ンん

パぱ

ウう

ロろ

州し
ゅ
う

、
オお

ルる

トと

ラら

ンん

ジじ

アあ

と
い
う
町ま

ち

か
ら
来き

ま
し
た
。
人じ

ん

口こ
う

は
約や

く

24
万ま

ん

５
０
０
０
人に

ん

で
首し

ゅ

都と

の

ブぶ

ラら

ジじ

リり

アあ

か
ら
は
飛ひ

行こ
う

機き

で
１

時じ

間か
ん

40
分ぷ

ん

ほ
ど
で
す
。

　

両り
ょ
う

親し
ん

は
ブぶ

ラら

ジじ

ルる

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
日に

っ

系け
い

ブぶ

ラら

ジじ

ルる

人じ
ん

で
す
。
大だ

い

学が
く

で
は
観か

ん

光こ
う

業ぎ
ょ
う

を
学ま

な

び
、
日に

本ほ
ん

へ
来く

る
前ま

え

は

アあ

メめ

リり

カか

の
クく

ルる

ーー

ズず

船せ
ん

の
乗の

り

組く
み

員い
ん

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
国く

に

へ
行い

き

ま
し
た
。
そ
の
中な

か

で
も
アあ

ラら

スす

カか

や
カか

ナな

ダだ

、
ハは

ワわ

イい

、
ポぽ

リり

ネね

シし

アあ

、
オお

ーー

スす

トと

ラら

リり

アあ

、
ニに

ュゅ

ーー

ジじ

ーー

ラら

ンん

ドど

な
ど
た
く
さ
ん
の

国く
に

々ぐ
に

を
渡わ

た

り
な
が
ら
働は

た
ら

い
て
い
ま

し
た
。

　

ブぶ

ラら

ジじ

ルる

は
寒さ

む

い
期き

間か
ん

も
あ
り

ま
す
が
、
一い

ち

年ね
ん

中じ
ゅ
う

と
言い

っ
て
い
い

ほ
ど
暑あ

つ

い
日ひ

が
続つ

づ

き
ま
す
。
私わ

た
し

は

海う
み

が
す
ご
く
好す

き
な
の
で
海う

み

の
近ち

か

く
に
住す

む
の
が
夢ゆ

め

で
し
た
。
大お

お

田だ

市し

に
来き

て
そ
の
夢ゆ

め

が
叶か

な

っ
た
よ
う

で
嬉う

れ

し
い
で
す
。

　

日に

本ほ
ん

に
は
小ち

い

さ
い
頃こ

ろ

に
住す

ん
で

い
て
、
小し

ょ
う

学が
っ

校こ
う

か
ら
中ち

ゅ
う

学が
く

２
年ね

ん

生せ
い

ま
で
日に

本ほ
ん

の
学が

っ

校こ
う

で
勉べ

ん

強き
ょ
う

を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
頃こ

ろ

に
大だ

い

好す

き

だ
っ
た
こ
と
は
、
友と

も

達だ
ち

と
駄だ

菓が

子し

屋や

へ
行い

っ
た
り
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩が

り
や
夏な

つ

に
お
祭ま

つ

り
へ
行い

っ
た
り
す

る
こ
と
で
し
た
。
中ち

ゅ
う

学が
く

で
は
テて

ニに

スす

部ぶ

に
入は

い

り
、
土ど

日に
ち

も
大た

い

会か
い

や
トと

レれ

ーー

ニに

ンん

グぐ

に
励は

げ

ん
で
い
た
こ
と

は
今い

ま

で
も
思お

も

い
出で

と
し
て
残の

こ

っ
て

い
ま
す
。
趣し

ゅ

味み

は
言こ

と

葉ば

の
勉べ

ん

強き
ょ
う

や

漫ま
ん

画が

、
アあ

ニに

メめ

、
ホほ

ラら

ーー

映え
い

画が

、

音お
ん

楽が
く

を
聴き

く
こ
と
、
写し

ゃ

真し
ん

を
撮と

る

こ
と
、
旅り

ょ

行こ
う

な
ど
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
日に

本ほ
ん

語ご

の
ほ
か
に
も
英え

い

語ご

や
スす

ペぺ

イい

ンん

語ご

、
フふ

ラら

ンん

スす

語ご

な

ど
の
勉べ

ん

強き
ょ
う

を
し
て
い
ま
す
。
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

も
大だ

い

好す

き
で
す
。
特と

く

に
梅う

め

干ぼ

し

が
好す

き
で
、
スす

ーー

パぱ

ーー

で
梅う

め

味あ
じ

の

商し
ょ
う

品ひ
ん

を
見み

つ
け
る
と
す
ぐ
買か

っ

ち
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

員い
ん

と
し

て
活か

つ

動ど
う

し
な
が
ら
、
大お

お

田だ

市し

の
観か

ん

光こ
う

スす

ポぽ

ッっ

トと

石い
わ

見み

銀ぎ
ん

山ざ
ん

、
三さ

ん

瓶べ

山さ
ん

、
温ゆ

泉の

津つ

な
ど
を
巡め

ぐ

り
、
大お

お

田だ

市し

、
そ
し
て
日に

本ほ
ん

の
魅み

力り
ょ
く

に
も
っ

と
触ふ

れ
あ
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑ち

ょ
う

戦せ
ん

し
て
い
き
た
い
で

す
！
い
い
映え

い

画が

、
曲き

ょ
く

の
お
す
す
め

な
ど
あ
れ
ば
、
教お

し

え
て
も
ら
え
る

と
う
れ
し
い
で
す
。

　

気き

軽が
る

に
声こ

え

を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

問
総そ

う

務む

部ぶ

総そ
う

務む

課か　

 

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
３
）

※　

外が
い

国こ
く

人じ
ん

が
読よ

み
や
す
い
よ
う

に
漢か

ん

字じ

と
カか

タた

カか

ナな

に
ふ
り
が
な

を
付つ

け
て
い
ま
す
。

B
ボ ア

oa t
タ ル ジ

arde a
ア

 t
ト ド ス

odos
こんにちは、皆さん

大田市国際交流員　
サトウ・アンドレイア・ユリコ
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カ
フ
ェ
内
蔵
丞
の
内
藤
陽
子
さ
ん

（
右
）ら

お
土
産
を
発
売

　皆さん、高速道路に路線番号が割
り振られているのをご存じでしょう
か。
　「気がついたら番号がついていた」
という人も多いかもしれません。日
本では平成29年頃から、利用者への
わかりやすい案内のために、高速道
路や地域高規格道路の一部で番号
を使った表記が実施されています。
カーナビなどの案内でも路線番号の
方がすんなりと入ってきますよね。
　では、山陰道はどうかというと、

「Ｅ９」が割り当てられています。
　「Ｅ」は“Expressway（高速道路）”
の頭文字を取っており、並行する国

道９号の「９」を組み合わせていま
す。「あれ？国道９号って、京都か
ら山口まであるのに山陰道が『Ｅ９』
を取ってもいいの？」と思う人もお
られるかもしれません。実は、「Ｅ９」
は「京都縦貫自動車道」、「鳥取豊岡
宮津自動車道」、「山陰自動車道」の
３つ含めた番号なのです。
　高速道路のナンバリングは、ほか
にも「環状線は『Ｃ』から始まる」
や「同一起終点で平行する路線など
はグループ化し、最後に『Ａ』を付
ける」など、いろいろなルールがあ
ります。知っているとドライブが楽
しくなりますよね。高速道路の入口

や料金所、インターチェンジなどさ
まざまな場所で見ることができます
ので、遠くへお出かけの際は参考に
してみてください。

問事業推進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8094）

山陰道は、なぜ「Ｅ９」？

　大田市内でも整備の進む「山陰道」。このシリーズでは、
山陰道や高速道路について紹介します。
　市内で建設中の山陰道のうち、「大田・静間道路」「静間・
仁摩道路」は、令和５（2023）年度に開通予定です。⑥

おしえて！

山陰道を示す表示には「Ｅ９」と記載
されています

　12月28日、温泉津温泉街にあるカフェ内
くらのじょう

蔵丞が洋菓子
の製造販売を始めたことを代表の内藤陽子さんが市長に
報告しました。
　商品は「銀山縁起物語」。石見銀山が栄えた当時、坑
夫の健康を守ったウメと食糧危機を救ったといわれるサ
ツマイモを組み合わせた洋菓子で、石見銀山世界遺産登
録10周年記念「梅レシピコンテスト」（平成29年）にお
いて最優秀賞を受賞したものです。
　内藤さんは大田市産業支援人材バンクの白田典子アド
バイザーの助言を受けて商品の改良を重ね、商品化にあ
たり工夫したことなどを報告しました。「ずっと長くこ
の地に定着するお土産として、将来的には出雲空港に商
品を並べたい」と意気込みを語り、市長は「地元の老舗
が失われていく中、地元で作られるお土産は嬉しい」と
喜びました。

銀山ゆかりのウメとサツマイモ

介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内することはあ
りません。不審な場合は、介護保険課へお問い合わせくだ
さい。

問介護保険課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8063）

介護保険料の還付金詐欺に注意！

　三瓶の春の風物詩となりました「三瓶山西の原
火入れ」を次のとおりおこないます。
　なお、今回は消火ボランティアの募集をおこな
いません。また、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大状況により、中止する場合があります。
 

３月23日㈬　９時20分～16時（予定）
 
※　着火は10時頃の予定です。
※　悪天候の場合は、翌24日㈭に順延。24日も悪
天候の場合は、25日㈮に順延します。
西の原登山ルートは控えてください
　火入れ実施日において、三瓶登山を予定されて
いる場合は、西の原登山道の通行を控えていただ
きますようお願いします。
問農林水産課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8086）

三瓶山西の原火入れ

ATMに行って！ は 詐
さ

欺
ぎ
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（右）株式会社ミック
　　宮脇和秀代表取締役

（左）山陰クボタ水道用材株式会社
　　杉谷雅祥代表取締役社長

中央図書館　　☎0854 ‐ 84 ‐ 9200　平日10：00～19：00　土日10：00～18：00
仁摩図書館　　☎0854 ‐ 88 ‐ 4646　10：00～18：00
温泉津図書館　☎0855 ‐ 65 ‐ 2177　10：00～18：00

３月の図書館お休みの日
日 月 火 水 木 金 土

　 　 １ ２ ３ ４ ５

⑥ ７ ８ ９ 10 11 12

⑬ 14 15 16 17 18 19

⑳ 21 22 23 24 25 26

� 28 29 30 31 　 　

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

おすすめの本

『笑うマトリョーシカ』
早見和真／著　文藝春秋（中央図書館所蔵）

　47歳の若さで官房長官になった清家一郎。官房長官へ
と押し上げた鈴木俊哉。その２人にインタビューした記
者の頭に「操られているのでは？」とよぎる。徹底的に
２人の隠された過去を調べていくと……。ロシアのマト
リョーシカ人形のように次から次へと人間の欲深さの内
面がでて、誰が誰を操つり、笑っているのか、最後まで
わかりません。これは政治小説と思いきや、人間の欲と
歪みなどの心理を描いた作品です。

中央図書館　「新しい風」
寒かった冬も終わり、植物も生き物も目を覚ましまし
た。新たな一歩を後押しできるような本を紹介します

仁摩図書館　一般「大人になるってどんなこと？」
４月から成年年齢が18歳に引き下げられます。本を通
じて大人になるということを考えてみませんか？
児童「ひとりでできるもん」
新しいスタートを切る春。ちょっとだけ勇気を出して
頑張る、あなたの一歩を応援する本を紹介します

仁摩図書館　心の健康展　３月16日㈬～３月30日㈬

◇展示テーマ

◇企画展

　このたび、企業版ふるさと納税＊を活用し、株式会社
ミックと山陰クボタ水道用材株式会社から、「小学校の
社会科副読本の作成に役立ててほしい」と寄附がありま
した。
　１月５日、市長が両社を訪れ、「子どもたちのふるさ
とを愛する豊かな心づくりにつながるよう大切に活用さ
せていただく。ご支援に深く感謝する」とお礼を述べ、
感謝状を贈呈しました。　　　　　　　（順不同・敬称略）
　
企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）
国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェクトに対し
て、企業が寄附をおこなった場合に法人関係税から税額控
除する仕組み
　
問政策企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8005）

　春の火災予防運動（３月１～７日）の一環として、
住宅用火災警報器（以下「住警器」）の設置調査を３
月５日㈯におこないます。
　調査は、消防職員が無作為で抽出した50世帯に訪問
し、住警器の設置について聞き取りをするものです。
ご理解とご協力をお願いします。
問消防本部（☎0854 ‐ 82 ‐ 0650）

住宅用火災警報器の設置調査を３月５日に実施
昨年の設置率は84％

松江市に本社を置く２社
大田市を応援

企業版ふるさと納税
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た
主
屋
は
、
建
築
当
初
か
ら
２
階
に
本
格
的
な
座
敷
が
あ
る
例
と
し
て
山
陰

地
方
で
は
古
い
時
期
の
も
の
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
主
屋
の
ほ
か

土
蔵
や
土
塀
も
残
り
、
表
通
り
か
ら
の
屋
敷
構
え
は
往
事
を
し
の
ば
せ
ま
す
。　

　

昨
年
に
は
、
同
じ
地
区
内
に
あ
る
県
史
跡
「
石
見
銀
山
御
料
郷
宿
田
儀
屋

遺
宅
青
山
家
」
の
保
存
修
理
工
事
も
完
了
し
、
町
並
み
の
あ
ら
た
な
見
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
お
店
の
開
店
も
あ
り
、
訪
れ
る
た
び
に
い
ろ
い
ろ

な
発
見
の
あ
る
大
森
の
町
並
み
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

大
田
高
校
２
年
生
は
、
地
域
課

題
解
決
型
学
習
「
ダ
イ
コ
ウ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
７
つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち
、「
地

域
の
観
光
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
グ

ル
ー
プ
が
大
森
町
で
の
賑
わ
い
を

創
出
し
よ
う
と
12
月
25
日
、
ク
リ

ス
マ
ス
音
楽
祭
「
あ
つ
ま
れ
！
音

楽
の
大
森
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

６
人
の
生
徒
は
悩
み
な
が
ら
も
、

「
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
大
森
座
」
を
利

用
す
る
な
ど
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

音
楽
祭
を
企
画
し
、
運
営
。「
企

画
を
自
分
た
ち
の
力
で
形
に
で
き

た
こ
と
は
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ

た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

１
月
３
日
、
温
泉
津
温
泉
街
の

龍
御
前
神
社
で
恒
例
の
温
泉
津
新

春
神
楽
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
対
策
の
た
め
、
昨
年
に
引

き
続
き
会
場
を
温
泉
津
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
か
ら
龍
御
前
神
社
へ

変
更
。
ま
た
、
２
部
制
で
完
全
予

約
制
と
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
神
楽
を
舞
う
機
会

も
減
少
し
て
お
り
、
温
泉
津
舞
子

連
中
の
大
門
克
典
代
表
は
「
や
め

る
と
神
楽
が
絶
え
て
し
ま
う
。
今

で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
感
染
対

策
を
意
識
し
な
が
ら
精
一
杯
取
り

組
ん
で
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

金森家住宅が県指定有形文化財に指定

クリスマス音楽祭を大森町で開催 龍御前神社で新春神楽

世界遺産登録15周年を迎え……

大田高校２年生　企画を実現し、達成感！ 温泉街に響く神楽のお囃子

県史跡「石見銀山御料郷宿田儀屋遺宅青山家」

県指定有形文化財「金森家住宅」

※　金森家・青山家は内部非公開です。

　

令
和
４
年
７
月
、「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」

は
世
界
遺
産
登
録
15
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
の
構
成
資
産
の
一
つ
で
、
代
官
所
が
置
か
れ
た
陣
屋
町
と

し
て
発
展
し
た
大
森
町
に
は
、
今
も
な
お
人
々
が
暮
ら
し
、
歴

史
的
な
町
並
み
を
守
り
継
い
で
い
ま
す
。

　

そ
の
町
並
み
に
所
在
す
る
「
金
森
家
住
宅
」
が
、
こ
の
た
び

県
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

27
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
に
か
け
て
、
県
市
の
文
化
財
補
助
金

や
石
見
銀
山
基
金
を
活
用
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
保
存
修
理
工
事

に
伴
う
調
査
か
ら
、
歴
史
的
、
建
築
史
的
価
値
が
あ
ら
た
め
て

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

金
森
家
住
宅
は
、
陣
屋
町
に
お
い
て
町
年
寄
や
組
頭
を
つ
と

め
た
有
力
な
商
家
で
、
嘉
永
３
（
１
８
５
０
）
年
に
建
築
さ
れ

趣
の
あ
る
神
社
で
、迫
力
あ
る
神
楽
の
舞
を

楽
し
み
ま
し
た

生
徒
が
工
夫
を
凝
ら
し
、心
温
ま
る
音
楽
祭

に
な
り
ま
し
た
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＜手続き内容・支給要件の詳細＞

　支給対象となる世帯には、大田市から給付内容や確認事項が記載された
確認書が届きます。内容を確認し、地域福祉課に返送してください。

住民税非課税相当

住民税非課税となる
年間収入の目安

【確認事項】
①記載された給付金振り込み口座番号に誤りがないか
②住民税が課税されている人の扶養親族のみの世帯ではないこと
③世帯の中に、住民税課税となる所得（令和２年中）があるのにかかわら

ず、未申告である人がいないこと
※　新型コロナウイルス感染症の感染対策のため、できるだけ郵送でご提出ください。

世帯員全員のそれぞれの年収見込額（令和３年１月以降の任意の１か月収入
×12倍）が市町村民税非課税水準以下であることを指します。

扶養している親族の状況 年間収入 年間所得

単身・扶養親族がいない 930,000円 380,000円

配偶者・扶養親族（計１人） 1,378,000円 828,000円

配偶者・扶養親族（計２人） 1,680,000円 1,108,000円

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！

内閣府住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金コールセンター

大田市コールセンター
住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金　窓口

☎0120 ‐ 526 ‐ 145
受付時間／₉：00～20：00

☎0854 ‐ 83 ‐ 8185
受付時間／平日₉：00～17：00

自宅や職場などに都道府県・市区町村や国（の職員）など
をかたる不審な電話や郵便があった場合は、市役所や最寄
りの警察署、「警察相談専用電話（＃９１１０）」にご連絡
ください。

問い合わせ

ご注意ください

新型コロナウイルス感染症の影響ではない収入減少により給付を
申請した場合、不正受給（詐欺罪）に問われる場合があります
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住民税が非課税である世帯の皆さんへ

１世帯あたり10万円の受給には手続きが必要です

給付金の支給額 給付金の支給開始日

支給対象と手続き

１世帯あたり10万円 ₃月10日㈭

臨時特別給付金のご案内

※　大田市が申請書・確認書を受理した日から支給まで、
約２週間かかります。

いずれかにあてはまる世帯が支給対象
ただし、世帯全員が住民税課税者の扶養親族である場合は対象となりません

　住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金は、住民税非課税世帯や
令和３年１月以降に新型コロナウイルス感染症の影響で家計急変の
あった世帯を支援する新たな給付金です。
　なお、給付金を受給するためには、手続きが必要です。

＜対象＞ ＜必要な手続き＞

※　申請書は、地域福祉課または市公式ホーム
ページよりお求めください。
※　申請書に必要事項を記入し、添付書類とと
もに地域福祉課に提出してください。

【添付書類（写し）】
①運転免許証など本人確認ができるもの
②受取口座の通帳またはキャッシュカード
③収入を確認できる源泉徴収票・給与明細など

受付期間　₃月１日㈫～₉月30日㈮

世帯全員の令和３年度
「住民税が非課税」の世帯

令和３年１月以降の収入が減少し
「住民税非課税相当」の

収入となった世帯
（家計急変世帯）

※　令和３年12月10日時点でお住まいの市区町
村が確認書を送付しますので、その市区町村で
手続きをしてください。

受付期限　確認書の発行日から３か月

２月下旬以降に確認書が届きます

返送が必要です

申請が必要です
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令和３年度

そのほか 約0.5兆円

1,880万人 6.8兆円
8.1兆円

2,180万人

令和３年度

現役世代からの支援金75歳以上の人口

令和７年度

被保険者全体の約20％
住民税が課税されていない世帯の人は、基本的に１割負担

令和７年度

令和３年度予算ベース

　後期高齢者医療制度の被保険者（75歳以上など）のうち、一定以上の所得のある人は、現役並み所
得者を除き、令和４年10月1日から医療費の窓口負担割合が２割になります。

10月から医療費の
窓口負担割合が変わります

後期高齢者
医 療 制 度

▽後期高齢者の医療費のうち、窓口負担を除いた約４割は現役世代（子や孫の世代）の
負担（健康保険などの支援金）によりまかなわれています

▽令和４年度以降、団塊の世代が75歳以上となりはじめ、後期高齢者の医療費が大きく
増えていくことが見込まれています

▽後期高齢者医療制度について、持続可能性を高め、すべての人で支え、国民皆保険制
度を未来につないでいくための見直しがおこなわれます

　市町村・後期高齢者医療広域連合や厚生
労働省が、電話や訪問で口座番号などを聞
いたり、ＡＴＭの操作をお願いしたりする
ことは絶対にありません。
　不審な電話があったときは、最寄りの警
察署（＃９１１０）または消費生活センター

（１８８）にお問い合わせください。

約４割は現役世代の負担

75歳以上の後期高齢者の医療費の財源内訳（総額約18兆円）

ご注意ください
書類は必ず郵送でお届けします

約300万人増加 約1.3兆円増加

窓口負担
1.4兆円

保険料
1.4兆円

健康保険等からの支援金
（現役世代の負担）

6.8兆円

公費（税金）
7.8兆円

見直しの背景

区　分

区　分 一般所得者など

一般所得者など

１割

１割

３割

３割
医療費

負担割合

医療費
負担割合

現役並み
所得者

現役並み
所得者

一定以上の
所得のある人

２割
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　制度見直しの背景など 厚生労働省「後期高齢者窓口負担割合コールセンター」　☎０１２０ ‐ ００２ ‐ ７１９

大田市役所　　市民課　　保険年金係　☎０８５４ ‐ ８３ ‐ ８１５４
島根県後期高齢者医療広域連合業務課　☎０８５２ ‐ ２０ ‐ ７５２６

後期高齢者の医療費窓口負担割合の
見直しに関するお問い合わせは

窓口負担割合が
２割の対象となるかどうかは
主に次の流れで判定

窓口負担割合が
２割となる人には
負担を抑える配慮措置が

　窓口負担割合が２割の対象となるかどうかは、75歳以上など※1

の課税所得※2や年金収入※3をもとに、世帯単位で判定します（令
和３年中の所得をもとに、令和４年８月頃から判定ができるよう
になります）

▽窓口負担割合が２割となる人について、施行後３年間（令和７年９月
30日まで）は１か月の外来分の窓口負担割合の引上げに伴う負担増加
額を3,000円までに抑えます（入院分の医療費は対象外）

▽配慮措置の適用で払戻しとなる人は、高額療養費として事前に登録さ
れている高額療養費の口座へ、後日払戻しをします

　２割負担となる人で高額療養費の口座を登録
していない人には、令和４年９月頃に後期高齢
者医療広域連合から申請書を郵送します。
　申請書が届きましたら申請書に記載の内容に
沿って、口座の登録をしてください。

配慮措置
１か月 5,000円の負担増を3,000円に
抑制するための差額を払い戻します

窓口負担割合１割のとき　① 5,000円

窓口負担割合２割のとき　② 10,000円

負担増　③（②－①） 5,000円

窓口負担増の上限　④ 3,000円

払戻し （③－④） 2,000円

配慮措置が適用される場合の計算方法
（例：１か月の医療費が50,000円の場合）

※１　後期高齢者医療の被保険者とは、75歳以上および65～74歳のうち後期高齢者医療広域連合から一
定の障がいの状態にあると認定を受けた人です。

※２　「課税所得」とは、住民税納税通知書の「課税標準」の額（前年の収入から給与所得控除や公的
年金等控除、所得控除（基礎控除や社会保険料控除等）を差し引いた後の金額）です。

※３　「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※４　住民税の課税所得が145万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割になる人です。
※５　「その他の合計所得金額」とは、事業収入や給与収入などから、必要経費や給与所得控除などを

差し引いた後の金額のことです。

現役並み所得者※4に該当するか

該当する 該当しない

200万円未満 320万円未満200万円以上 320万円以上

１人だけ ２人以上

いない いる

世帯内の75歳以上など※1のうち、課税所得※2が28万円以上の人がいるか

世帯に75歳以上など※1が２人以上いるか

「年金収入※3＋その他の
合計所得金額※5」が

200万円以上か

世帯全員が
３割

世帯全員が
１割 １割 ２割 世帯全員が

１割
世帯全員が

２割

「年金収入※3＋その他の
合計所得金額※5」の
合計が320万円以上か
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こんにちは

保健師です
感染症の予防と健康管理

問健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

　令和２年８月に市が実施した「第３次大田市地域福祉計画・地域福祉活動計画」策定にか
かる市民アンケートでは、２人に１人が健康や病気についての不安や悩みがあると回答して
います。また、新型コロナウイルス感染症の影響で、健康管理の意識が高まっています。
　今回は、感染症の予防をするための家庭内での注意点と免疫力を強める暮らし方について
紹介します。

帰宅したら手を洗いましょう。ウイルスは目や鼻、口から体に入っ
て感染します。そのため、洗っていない手で目や鼻、口などを触ら
ないようにしましょう。

※　新型コロナウイルス感染症では、基礎疾患のコントロールが悪いと重症化しやすいといわれています。
高血圧や糖尿病のある人で食生活相談を希望する人は、健康増進課にお問い合わせください。

バランスよく食べよう
体を動かそう
定期的に歯科受診しよう

健康管理今月の「＋
プラス

１
ワン

」

― 各種健診・人間ドック・予防接種 ―

肝臓・消化器内科・内視鏡内科
呼吸器内科・内科・小児科

第１・３・５木曜・日曜、祝日　第２・４木曜の午後休診

〈広告〉

・毎朝の体温測定、健康チェックをしましょう
・マスクをつけましょう
・こまめに手を洗い、定期的に換気をしましょう

・食事や寝る場所を分けましょう
・トイレは、使うたびに消毒と換気をしましょう
・風呂は最後に入り、入浴後に清掃と換気をしましょう
・使い終わったマスクやティッシュはビニールに入れましょう

普段の生活ポイント

感染疑いの人がいる場合の
生活ポイント

免疫力低下のサインには、カゼをひきやすい、カゼが治りにくい、
体が冷えているなどがあります。生活習慣の乱れやストレスが長引
くと免疫力は低下するため、日常生活を見直してみませんか。

・冷えは足元からやってきます。ふくらはぎや足首、足
先を保温しましょう

・こまめに動いたり、運動をしたりして筋力をつけ、平
熱36度以上の体温を目指しましょう

・夜更かしせず、決まった時間に寝起きしましょう
・夜は湯船につかって新陳代謝を高めましょう

・大笑い＆作り笑いをしましょう
・食事はいろんなものをよくかんで食べましょう
・ヨーグルトや納豆などの発酵食品を食べて、腸内環境

を整えましょう
・歯周病の治療をしましょう

免疫力を高める生活のコツ

家 庭 内 で の 注 意 点

　島根県と県内自治体が推進する健康づくり活動。
減塩や運動、野菜摂取、たばこ対策など、健康に関
する取り組みを「なにか１つ」加えることで、皆さ
んの健康意識を高め、生活習慣の改善につなげます。

健康長寿「＋
プラス

１
ワン

」活動
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３月の子育て応援コーナー

健康ガイド３月
問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

市内 市立病院（医事室☎0854 ‐ 84 ‐ 7571） 40歳以上の女性
◎自己負担金　2,000円
※　完全予約制
※　市立病院は₂回の受診が必要です。市外 ひゃくどみクリニック（☎0853 ‐ 21 ‐ 0130）

☆子宮頸がん
検診

市内 市立病院（医事室☎0854 ‐ 84 ‐ 7571） 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円市外 島根県立中央病院ほか７医療機関

（市ホームページでご確認ください）

※　直接各医療機関へ予約してください。

　３階南病棟は、小児科・産婦人科
を主とする女性混合病棟です。女性
の一生に携わり、明るく穏やかな雰
囲気の中で看護を提供しています。
新病院になって、「ＬＤＲ」でのお
産と母児同室を始めました。
　「ＬＤＲ」とは「Labor（陣痛）」、

「Delivery（分娩）」、「Recovery（回

３階南病棟　看護師長　　西原　加奈子

１月から新しく着任された先生を紹介します

ごします。赤ちゃんはお母さんのそ
ばで安心して過ごすことができ、お
母さんは授乳や赤ちゃんのお世話に
慣れ、退院後の育児生活にスムーズ
に移行できます。助産師・看護師は
お母さんの不安や疑問が解消するよ
う支援しています。
　私たちは、大田市唯一の分娩入院
施設として、地域の皆さんにいつで
も相談していただけるよう努力して
います。また、産婦人科外来も病棟
が担い、継続したケアを提供してい
ます。お産や育児について疑問点や
お困りのことがありましたら、いつ
でもご相談ください。

復）」の頭文字で、陣痛から産後ま
でを同じ部屋で過ごすシステムです。
現在はコロナ禍のため、立ち合い分
娩はおこなっていませんが、バース
プランに沿って思い描く出産ができ
るよう支援させていただいています。
　母児同室では、出産後から退院ま
で、お母さんと赤ちゃんが一緒に過

看護の現場から
問市立病院（☎0854 ‐ 82 ‐ 0330）

大田市立病院
着任医師のご紹介

よろしくお願いします 外科　医長
中山　瑶子　医師

赤
ち
ゃ
ん
と
添
い
寝
が
で
き
て

和
や
か
な
雰
囲
気
で
す

予定していた乳幼児相談と育児教室（後期）
は新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ
り中止とします
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連載解説・日本遺産
石見の火山が伝える
悠久の歴史

―その11―

縄文の森

第二中学校３年

三成悠
は る な

華さん

きずな

　

原
始
の
巨
木
の
森
を
、
火
山
活

動
が
一
瞬
に
し
て
閉
じ
込
め
た
様

子
を
伝
え
る
小
豆
原
埋
没
林
。
広

く
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

発
見
は
、
平
成
10
年
の
こ
と
。
新

聞
は
一
面
に
掲
載
し
、
そ
の
驚
き

を
伝
え
ま
し
た
。
現
在
、
現
地
に

は
見
学
と
保
存
の
た
め
の
施
設

「
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園
（
さ

ん
べ
縄
文
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、「
縄
文
の
森
」
と

名
前
の
付
け
ら
れ
た
場
所
は
い
く

つ
か
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
縄
文
時
代
の

遺
跡
と
そ
の
環
境
を
表
現
し
て
い

て
、
小
豆
原
埋
没
林
の
よ
う
に
原

始
の
埋
没
森
だ
け
を
紹
介
す
る
施

設
と
し
て
は
、
国
内
の
み
な
ら
ず

世
界
的
に
も
例
が
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

館
内
展
示
で
は
、
学
術
的
な
価

値
の
高
さ
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

令
和
３
年
度
「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

中
学
校
の
部　

最
優
秀
作
品

「
人
に
好
か
れ
る
こ
と
」
に
つ
い
て

興
味
深
い
こ
と
の
一
つ
は
樹
種
で

す
。
森
に
は
、
直
径
１
㍍
を
超
え

る
杉
だ
け
で
は
な
く
、
ト
チ
ノ
キ
、

ケ
ヤ
キ
も
立
ち
、
火
砕
流
で
流
さ

れ
て
き
た
木
々
に
は
、
ク
リ
や
コ

ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
落
葉
広
葉
樹
は
、

狩
猟
採
集
文
化
の
縄
文
時
代
に
、

食
料
と
し
て
採
集
さ
れ
て
い
た
木

の
実
で
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
木
々
の
周
り
に

残
っ
て
い
た
森
林
の
土
で
す
。
古

土
壌
と
よ
ば
れ
る
土
の
表
面
に
は

落
ち
葉
や
コ
ケ
、
落
ち
葉
の
中
に

は
昆
虫
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
て
、

ま
さ
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
な
っ

て
い
た
の
で
し
た
。

　

４
０
０
０
年
前
の
自
然
の
姿
を

伝
え
る
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

旅
行
の
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
常
に
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
見
学
者
に

強
い
印
象
を
与
え
て
い
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
見
学
者
「
推

し
」
の
構
成
文
化
財
、
小
豆
原
埋

没
林
を
、
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

問
石
見
銀
山
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
４
）

　

大
田
市
で
は
、
令
和
３
年
度
「
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
中
学
校
の
部
の
最
優
秀
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。（
原
文
の
ま
ま
）

　

人
は
誰
も
、「
好
感
度
」
を
気
に
し
て
生
き
て
い

る
と
私
は
思
う
。
誰
だ
っ
て
人
に
良
く
思
わ
れ
た
い
。

そ
し
て
、
周
り
か
ら
ど
う
思
わ
れ
る
か
を
気
に
し
て
、

誰
か
に
嫌
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
本
心
を
偽
っ
て

し
ま
う
の
だ
と
思
う
。
だ
が
、「
嫌
わ
れ
な
い
よ
う

に
ふ
る
ま
う
。」

　
「
好
か
れ
る
た
め
に
頑
張
る
。」

こ
れ
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
よ
く
、
人
の
意
見
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
。

　

確
か
に
同
じ
意
見
だ
っ
た
り
、
い
い
な
と
思
っ
た

り
し
て
い
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
時
に
は
「
私
は
ち
ょ
っ

と
違
う
け
ど
…
…
。」「
否
定
し
た
ら
空
気
が
悪
く
な

る
か
も
。」
と
い
う
気
持
ち
の
と
き
も
あ
る
。
本
心

で
は
そ
う
思
っ
て
い
な
が
ら
、
や
は
り
心
の
ど
こ
か

で
、「
話
の
合
わ
な
い
人
だ
と
思
わ
れ
た
く
な
い
。」

「
良
い
関
係
の
ま
ま
で
い
た
い
。」
と
思
っ
て
し
ま
う

の
だ
。
そ
ん
な
と
き
は
、
き
ま
っ
て
な
ん
だ
か
モ
ヤ

モ
ヤ
し
た
も
の
が
心
に
残
っ
て
し
ま
う
。
表
面
上
は

話
が
盛
り
あ
が
っ
て
、
い
い
感
じ
の
雰
囲
気
だ
っ
た

と
し
て
も
、
な
ん
だ
か
あ
れ
で
ほ
ん
と
に
良
か
っ
た

の
か
な
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。
話
し
て
い
る
相

手
に
も
、
な
に
か
だ
ま
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
持

ち
に
も
な
る
。

　

人
は
誰
で
も
共
感
さ
れ
る
と
嬉
し
く
な
る
。
自
分

が
受
け
入
れ
て
も
ら
え
て
い
る
安
心
感
も
あ
っ
た
り

す
る
。
だ
か
ら
相
手
に
も
共
感
し
て
る
よ
、
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
と
も
思
う
。
で
も
、
い
つ

で
も
そ
う
し
て
い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
簡
単
に
共

感
し
て
は
い
け
な
い
と
き
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
こ
と
も
思
う
。

　

た
と
え
ば
、
こ
ん
な
と
き
だ
。
誰
か
か
ら
、

　
「
〇
〇
ち
ゃ
ん
の
こ
と
、
あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
。」

と
言
わ
れ
た
と
き
。

　
「
わ
か
る
。」

と
り
あ
え
ず
、
そ
う
答
え
て
し
ま
う
。
実
は
私
も
同

じ
よ
う
な
経
験
が
あ
る
。
自
分
が
「
わ
か
る
」
と
一

言
言
っ
た
こ
と
で
、
相
手
は
味
方
が
い
る
と
思
っ
て

強
気
に
な
り
、
思
い
が
け
な
い
く
ら
い
こ
の
こ
と
が

広
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
と
き
、
す
ご
く

ど
き
ど
き
し
た
。
私
が
あ
そ
こ
で
本
当
の
気
持
ち

を
言
っ
て
い
た
ら
。「
私
は
別
に
そ
う
で
も
な
い
け

ど
」
っ
て
、
言
っ
て
い
た
ら
、
こ
ん
な
こ
と
に
は
な
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石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

ら
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
す
ご
く
後
悔
し
た
。

　

本
当
は
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
な
く
て
も
、
悪

気
は
な
く
て
も
、
誰
か
に
合
わ
せ
て
共
感
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
か
ら
始
ま
る
い
じ
め
も
あ
る
。
何
も
考
え
ず

に
、
そ
の
場
し
の
ぎ
で
、
雰
囲
気
が
悪
く
な
る
の
を

恐
れ
て
調
子
を
合
わ
せ
て
言
っ
た
こ
と
が
、
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

は
、
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
私
は

こ
の
経
験
か
ら
、
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

人
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
い
つ
も
良
く
な
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
時
に
は
必
要
だ
と
思
う
。
相
手

の
意
見
を
大
事
に
し
た
方
が
い
い
と
き
だ
っ
て
あ
る

か
ら
だ
。
で
も
、
も
し
そ
れ
が
周
り
の
目
を
気
に
し

て
、
言
い
た
い
こ
と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
が
ま
ん

し
て
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
と
す
る
と
、
苦
し
く
な
る

の
は
結
局
自
分
自
身
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
何

も
考
え
ず
に
人
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
相

手
の
意
見
を
し
っ
か
り
聞
い
て
か
ら
、
自
分
の
意
見

を
き
ち
ん
と
伝
え
た
い
。
お
互
い
に
理
解
し
合
う
こ

と
で
、
よ
り
よ
い
関
係
を
築
け
る
と
思
う
か
ら
だ
。

　

時
に
は
人
に
嫌
わ
れ
て
も
、
本
当
に
大
事
な
こ
と

は
言
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
き
だ
っ
て
あ
る
だ
ろ

う
。
た
と
え
ば
、
部
活
の
キ
ャ
プ
テ
ン
の
中
に
は
、

あ
え
て
厳
し
い
こ
と
を
言
う
役
を
し
て
い
る
人
だ
っ

て
い
る
。
そ
れ
で
嫌
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ

ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
み
ん
な
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
。

人
に
厳
し
い
こ
と
を
言
う
け
れ
ど
、
自
分
に
も
厳
し

く
て
ち
ゃ
ん
と
し
て
る
か
ら
だ
。
そ
ん
な
人
が
身
近

に
い
る
。
こ
の
人
達
は
「
好
感
度
」
な
ど
気
に
し
て

い
な
く
て
も
、
人
か
ら
好
か
れ
て
い
る
の
だ
。

　
「
好
感
度
」
っ
て
、
無
理
に
上
げ
よ
う
と
し
た
っ

て
上
が
る
も
の
で
も
な
い
し
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
た

く
な
い
な
と
今
は
思
う
。
人
に
好
か
れ
る
こ
と
は
素

敵
な
こ
と
だ
し
、
自
分
だ
っ
て
そ
の
ほ
う
が
い
い
と

思
う
。
で
も
、
そ
の
た
め
に
自
分
の
気
持
ち
を
い
つ

わ
っ
て
相
手
に
無
理
に
合
わ
せ
た
り
す
る
の
は
違
う
。

も
っ
と
違
う
の
は
、
そ
れ
で
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
だ
。

も
し
も
、
前
に
経
験
し
た
よ
う
な
こ
と
が
ま
た
あ
っ

た
ら
、

　
「
私
は
違
う
と
思
う
よ
。」

と
言
い
た
い
。
も
う
後
悔
し
た
く
な
い
。
そ
れ
が
自

分
の
気
持
ち
に
素
直
に
な
る
こ
と
だ
と
思
う
か
ら
。

最
優
秀
作
品
の
講
評

　

相
手
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
、
自
分
の
気
持
ち
を

表
現
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「
好
感
度
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
素
直
な
気
持

ち
を
言
い
合
え
る
こ
と
が
差
別
の
な
い
世
の
中
を
つ

く
る
一
歩
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

子ども家庭相談室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8147）
子育て支援センター
・大　田（☎0854 ‐ 82 ‐ 1791）
・仁　摩（☎0854 ‐ 88 ‐ 4933・9100）
・温泉津（☎0855 ‐ 65 ‐ 2075）

【材料】４人分　
黒砂糖　35ｇ、小麦粉　70ｇ、
お湯　100㏄

【作り方】
①黒砂糖を50㏄（分量外）の水で溶く
②①に小麦粉を入れ、粉っぽさがなくな

るまで混ぜる
③②にお湯を少しずつ入れ、混ぜる(柔

らかな生地になります)
④お玉ですくって、フライパンに円を描

くように流し、両面を焼く
⑤1㌢くらいの幅に切って、できあがり

「カッパ焼き」

　親子で簡単に作れる
おいしいおやつ

元気ですこやか　おおだっ子

　名前の由来は、牛のお腹の周りの皮と脂肪の間にあるお肉の「カッパ」。そのお
肉に食感が似ていることから、「カッパ焼き」になったそうですよ。
　保育園では、よくかんで食べるので、「かみかみおやつ」として人気です。
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市　勢
（令和４年２月１日現在）

○人　口　33,198人　　（△　45）
　・男　　15,927人　　（△　15）
　・女　　17,271人　　（△　30）
○世帯数　15,512世帯（△　13）
○出生数　　　14人
○死亡数　　　48人
○面　積　435.34㎢

（　　）内は前月比

申…申し込み先
問…問い合わせ先

　

令
和
４
年
度
版
「
世
界
遺
産
石

見
銀
山
遺
跡　

龍
源
寺
間
歩
入
場

券
」
の
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

▽
印
刷
部
数　

７
万
枚

※　

裏
面
に
広
告
（
黒
色
、
単
色

刷
り
）
を
掲
載
し
ま
す
。

▽
広
告
期
間　

１
年
間

▽
募
集
広
告
枠　

２
枠

（
１
枠　

縦
55
㍉
×
横
55
㍉
）

▽
掲
載
料
金　

１
枠　

７
万
円

▽
応
募
期
限　

３
月
４
日
㈮
17
時

※　

募
集
要
項
や
申
込
書
は
、
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
観
光
振
興
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
９
５
）

◇
し
い
た
け
の
な
る
木
を
作
ろ
う

　

し
い
た
け
の
原
木
に
穴
を
あ
け

種
駒
を
打
ち
込
み
、
原
木
２
本
は

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
13
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
12
時

▽
定
員　

10
人

▽
参
加
費　

１
５
０
０
円　

◇
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
作
り

　

巣
箱
１
組
（
３
段
）
を
作
り
ま

す
。

▽
日
時　

３
月
20
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
12
時

▽
定
員　

10
人

▽
参
加
費　

５
０
０
０
円　
　

問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

▽
定
員　

１
２
０
人

▽
入
場
料　

無
料（
要
事
前
申
込
）

※　

期
間
中
（
３
月
５
日
㈯
～
19

日
㈯
）
は
、
パ
ネ
ル
展
示
、
来
館

者
参
加
型
企
画
な
ど
も
開
催
し
ま

す
。

問
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ

ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
１
４
）

龍
源
寺
間
歩
入
場
券
　
広
告

三
瓶
木
工
館

催　
　
し

　島根県の所有する地震体験車が、４月の１か月間は大田市
に配置されます。地震体験車を希望する団体へ派遣し、地震
の「ゆれ」を体験していただくことができます。過去に発生
した地震だけでなく、今後発生が予測されている南海トラフ
地震などの地震も体験できます。
　地震は、いつ、どこで発生するか分かりません。防災意識
を高めるきっかけとして体験されてはいかがでしょうか？

　運行時間や体験場所の広さ、体験者などに条件があります。
詳しくは予防課へお問い合わせください。
問消防本部（☎0854 ‐ 82 ‐ 0650）

地震のゆれを体験しませんか

　

国
連
が
設
定
し
た
３
月
８
日
の

「
国
際
女
性
デ
ー
」
前
後
に
、
こ

の
意
義
を
広
め
、
女
性
の
権
利
向

上
や
男
女
平
等
に
つ
い
て
考
え
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◇
基
調
講
演

「
な
ぜ
今
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

な
の
か
？
～
世
界
か
ら
見
る
日

本
の
リ
ア
ル
～
」

講
師
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

大
崎
麻
子
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Gender Action 

Platform

理
事
）

▽
日
時　

３
月
12
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

あ
す
て
ら
す

国
際
女
性
ウ
イ
ー
ク

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
大
田
市
で

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
し
ま

す
。「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど
ん

な
仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
疑

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
22
日
～
３
月
22
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日

　

10
時
～
11
時
30
分

▽
会
場　

大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費　

無
料

▽
対
象　

60
歳
以
上

▽
定
員　

先
着
20
人

申
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
１
２
０
‐
78
‐
１
１
４
２
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の

い
ま
ど
き
の
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー

募　
　
集

▽
日
時　

３
月
12
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
、
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０
‐
６

３
１
５
‐
９
５
１
７
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」
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中
学
３
年
生
は
、
社
会
科
「
公

民
」
の
授
業
で
地
方
自
治
を
学
び

ま
す
。

　

志
学
中
学
校
（
３
年
生
５
人
）

は
、「
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の

政
治
は
ど
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ

い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
」「
地

方
公
共
団
体
の
仕
組
み
」
を
学
び

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、「
地
方
財

政
の
現
状
と
課
題
」
を
調
べ
、
12

月
21
日
の
授
業
で
は
、
大
田
市
の

公
共
施
設
適
正
化
を
題
材
と
し

て
、
20
年
後
の
大
田
市
を
考
え
ま

し
た
。

　

大
田
市
の
人
口
構
成
や
自
然
動

態
、
社
会
動
態
な
ど
の
資
料
か
ら

大
田
市
の
現
状
や
課
題
を
知
る
こ

と
か
ら
始
め
、
公
共
施
設
を
維
持

し
て
い
く
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
意

見
交
換
し
、
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
授
業
を
参
観
し
て
い

た
市
長
が
教
壇
に
立
ち
、
授
業
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
市
長
は
人
口

減
少
の
現
状
や
課
題
、
市
役
所
の

仕
事
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
例
え

た
ほ
か
、
公
共
施
設
の
適
正
化
に

あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

対
話
を
重
ね
、
理
解
を
い
た
だ
い

た
う
え
で
進
め
て
い
く
と
語
り
ま

し
た
。

　

生
徒
は
市
民
の
一
員
と
し
て
何

が
で
き
る
か
を
考
え
、「
大
田
市

は
人
口
が
少
な
い
の
に
公
共
施
設

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
ど
う
す
る

の
か
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。
公
共

施
設
の
維
持
の
仕
方
を
考
え
た

り
、
市
長
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
り
し
て
良
か
っ
た
。
高
校
生

に
な
る
の
で
、
市
民
と
し
て
し
っ

か
り
と
考
え
て
い
き
た
い
」
な
ど

と
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。

問
管
財
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
１
）

〈広告〉

話し合ったことを発表する生徒

公共施設適正化を題材に

市長の特別授業

地方自治を学ぶ

教壇に立ち、生徒に語りかける市長

▽申請・交付場所
　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、そ
れぞれの支所でマイナンバーカードを保管
していますので、本庁での受け取りを希望
する人は５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務

マイナンバーカードの申請・交付事務の
み

※　住民票など各種証明書の交付事務はお
こないません。
※　交付手続きには一人あたり約20分かか
ります。時間に余裕をもってご来庁くださ
い。
※　予約状況によっては希望の日時に受け
取りができない場合があります。

申・問市民課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8067）

　マイナンバーカードの申請・交付につい
て、次のとおり、休日窓口の開設と平日の
窓口延長をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカー
ドの申請や受け取りが難しい人は、ぜひ、
ご利用ください。なお、混雑緩和のため、
予約制とします。
▽開設日時

休日窓口
（日曜日）
₈:30～12:00

平日窓口延長
（月曜日）
17:15～19:30

３月 13日・27日 ７日・28日

４月 10日・24日 ４日・18日

５月 15日・29日 ９日・23日

マイナンバーカード

窓口を開設
休日
夜間
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波根・朝山・富山 10日 24日

久手（鳥越含） 14 30

鳥井・長久（新諸友含） 11 25

静間・五十猛・大屋 ₂ 16

大代・祖式・水上・大森 ₈ 22

川合・久利 ₃ 17

大田（橋北） １ 15

大田（橋南） ₄ 18

三瓶・山口（大田野城含）₇ 23

温泉津 10 24

湯里・井田 ₃ 17

福波 ₈ 23

仁万 ₂ 16

天河内・馬路 ₉ 25

宅野・大国 ₄ 18

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター

（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
　

【平日】
一般家庭　９時～16時
事 業 所　（燃やせるごみ・不燃ごみ）
　　　　　９時～15時

【休日】　６日・20日　
一般家庭　８時30分～11時30分
　
※　大田容器包装リサイクルセン
ターの休日受付は、大田可燃物中間
処理施設でおこないます。

ごみの持ち込み

３月不燃ごみの収集日

〈広告〉

　これまで、処理場へ持ち込む大きな「燃やせるごみ」は、50㌢程度の大き
さにする必要がありましたが、４月からごみの大きさが次のとおり変わります。

※　大きさの上限を超える木製品、剪定くず（竹・草は不可）は、次の事業
者で処理が可能です。直接ご相談ください。
一般廃棄物処理業（処分業許可業者）　株式会社山﨑組（☎0854 ‐ 84 ‐ 5201）
問衛生処理場（☎0854 ‐ 82 ‐ 6749）

大田可燃物中間処理施設（静間町1797 ‐ 20）

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

持ち込み場所

持ち込みができる「燃やせるごみ」
大きさの上限が変わります

　市民課窓口の業務時間を次のとおり
延長しますので、日中に来庁すること
が難しい人は、ご利用ください。

問市民課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8067）

市民課窓口業務
19時まで延長

子ども　無料
大　人　①③300円　②100円

①おおだ子ども食堂
　大田ふれあい会館

26日㈯　17：00～19：00
☎090 ‐ 4897 ‐ 4308

②みんなの食堂
　祖式ジム（はし持参）

19日㈯　11：30～13：30
☎090 ‐ 1188 ‐ 9088

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

19日㈯　17：00～19：00
☎0854 ‐ 83 ‐ 7373

子ども食堂３月の予定

▽取扱業務　・届出　　　　　転入届・転出届・転居届
　　　　　　・各種証明発行　戸籍の証明・住民票の写し・印鑑証明
　　　　　　　　　　　　　　市税に関する証明など
　　　　　　・マイナンバーカード申請・交付（要予約）
▽転出や転入届に必要なもの
・転入届　転出した市町村発行の転出証明書・マイナンバーカード（お持ち

の人）
・転出届　印鑑登録証・国保証・受給者証など
※　本人確認ができる免許証や保険証などをお持ちください。
※　手続きに必要な場合がありますので、はんこをお持ちください。

期　　間　　₃月30日㈬～₄月₅日㈫の平日₅日間
延長時間　　19時まで
場　　所　　本庁市民課（支所では実施しません）

4月
から

　ねじ、釘、取手などの小さな金属は付いたままでも可能ですが、ガラス類、
大きなプラスチック類は取り外して「不燃ごみ」に出してください。

大 き さ　１㍍×１㍍×２㍍以内
太　　さ　10㌢程度まで
主な種類　木製品（タンス、戸棚、机、椅子、テーブル

など）、畳、剪
せん

定
てい

くず（竹を含む）

持ち込み
できるもの
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３月の相談

年金相談（要予約）

₈日㈫・24日㈭　10時～15時
（最終受付時間） 市役所２階第２会議室

申出雲年金事務所お客様相談室（☎0853 ‐ 24 ‐ 0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854 ‐ 83 ‐ 8154）

交通事故相談

１日㈫　₉時～15時 市役所２階第２会議室

問危機管理課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8009）
相談日以外の相談
島根県交通事故相談所（松江市／☎0852 ‐ 22 ‐ 5102）

行政相談

₄日㈮　₉時～12時 仁万まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8038）

石見法律相談センター相談会（要予約）

11日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館

申・問石見法律相談センター（☎0855 ‐ 22 ‐ 4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

生活相談

ふ く し
よ ろ ず
相 談

月～金
₉時～17時
専用電話
0854 ‐ 84 ‐ 7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的なサ
ポート

（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　 談

₈日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

４日㈮・11日㈮・
18日㈮・25日㈮
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相
談から有料。

市社会福祉協議会本所

申・問市社会福祉協議会本所（☎0854 ‐ 82 ‐ 0091）

こころの健康相談・アルコール相談（要予約）

₇日㈪　13時30分～15時30分 県央保健所

申・問県央保健所健康増進課（☎0854 ‐ 84 ‐ 9823）

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

１日㈫・15日㈫　₉時30分～11時 県央保健所

申・問県央保健所医事・難病支援課（☎0854 ‐ 84 ‐ 9826）

移動ナースバンク

23日㈬　13時～16時 ハローワーク石見大田

問島根県ナースセンター（☎0852 ‐ 27 ‐ 8510）

福祉・保育のお仕事相談会

23日㈬　13時～15時 ハローワーク石見大田

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855 ‐ 24 ‐ 9340）

若者就労相談

11日㈮　11時～14時 ハローワーク石見大田

問サポステ浜田（☎0855 ‐ 22 ‐ 6830）

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

11日㈮　19時～21時 大田商工会議所

問大田はぴこ会事務局（☎080 ‐ 2940 ‐ 7266）
電話受付：平日10時～18時、第₂金曜日10時～21時

★夜間納付・相談窓口（市役所本庁税務課　20時まで）
市税・国民健康保険料・後期高齢者医療保険料の納付
や相談を受け付けています。
₂月24日㈭、25日㈮、28日㈪
₃月10日㈭、29日㈫、30日㈬、31日㈭

問税務課徴収係（☎0854 ‐ 83 ‐ 8026）

期限内に納付をお願いします

納期限および口座振替日 ₂月28日 ₃月31日
固 定 資 産 税 ₄期 ―
国 民 健 康 保 険 料 ₈期 ₉期
後期高齢者医療保険料 ₈期 ₉期

税・保険料
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　１月11日に市役所で「ふるさと納税共通返礼品に関す
る同意書」締結式をおこないました。
　これは、ふるさと納税の返礼品を大田市と美郷町の特
産品を組み合わせることで、両市町の特産品の振興を図
るとともに、ふるさと納税の寄附額の増加と三瓶圏域の
ブランド化へつなげようとするものです。島根県内の複
数の自治体による共通返礼品は、初めての取り組みであ
り、ふるさと納税の担当者が勉強会で交流したことがきっ
かけとなり、共通返礼品の開発につながりました。
　市長は「消費者は行政区域を意識しない。いかに魅力
的な商品を作りあげるかがポイント」としたうえで、「収
入確保につながる流れになれば、嬉しい」と述べました。
　共通返礼品は３種類で、ふるさと納税ポータルサイト

「ふるさとチョイス」限定。それぞれの市町のページか
ら返礼品を選ぶことができます。
問まちづくり定住課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8029）

　「大田市輝く若者ビジネスプランコンテスト」で選ばれ、
助成事業に採用されたW

ワ ー キ ー

harkey の代表、宮脇洸太さん
（カメラマン・大田町）。このたび、制作した動画作品が
国際フォトコンテスト「COSMOS AWARDS 2021」の映
画制作部門で第３位を受賞し、１月24日、その報告のた
め市長を訪問しました。
　コンテストで選ばれたビジネスプランは、「大田市の
地域資源を生かした、新しいウエディングスタイルの発
信で大田市の魅力を世界へ」をテーマとしたプラン。大
田市の地域資源と動画を組み合わせ、大田市の魅力を発
信し、大田市への誘客につなげていこうとするものです。
作品は、福光石の石切場や櫛島などでタキシードとドレ
スを身にまとい、愛を確かめ合うカップルの姿を２分間
の動画に収めています。
　宮脇さんに撮影してもらおうと大田市を訪れる人も多
く、コロナ収束後には海外からの依頼も期待。宮脇さん
は「撮影を通して、大田市がその人たちにとって思い出
の場所になれば、嬉しい」と話しました。

　このほど、志学まちづくりセンター
を志学小・中学校の校庭に新築し、
１月７日に開所式をおこないました。
　昭和48年に建築された旧志学まち
づくりセンターは、「公民館」、「ま
ちづくりセンター」と名を変えなが

　また、開所式は市と地域運営組織
である志学まちづくり協議会との共
催で開催。市長は「これからのまち
づくりは行政主導ではなく、住民主
体による地域経営が非常に重要。志
学地域の取り組みは、市が進める持
続可能なまちづくりを体現するもの
だと信じている」とあいさつしまし
た。
　式典後には、お散歩帰りの保育園
児と一緒に記念撮影をしました。
問まちづくり定住課

（☎0854 ‐ 83 ‐ 8031）

ら、地域の重要な地域活動拠点とし
て使命を果たしてきました。しかし、
経年による建物の老朽化に加え、平
成30年の大田市東部を震源とする島
根県西部地震の際に、レッドゾーン
に指定されている山側から落石があ
り、施設の移転が望まれていました。
　新施設は学校の校庭の一部に建築
することで、保育園・小学校・中学
校・診療所を結び付けたほか、従来
のまちづくりセンター機能に加え、
コミュニティビジネス活動の機能を
併設しました。

Wharkey 宮脇洸太さん
世界第３位に輝く

同意書を手にする市長（左）と嘉戸隆・美郷町長（右）

開所式であいさつする市長

受賞作品

美郷町と共通の返礼品
ふるさと納税にホテル・ワイン・温泉

多世代が交流する拠点に
志学まちづくりセンター　開所

受
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